トシ ゴミ ショウキャクハイ カラ ジュウキンゾクルイ カイシュウ プロセス ノ コウチク ニ カンスル ケンキュウ by タテダ, マサフミ et al.
Osaka University













学位授・与年月日 平成 10 年 3 月 25 日
学位授与の要件 学位規則第 4 条第 l 項該当
工学研究科環境工学専攻
学位論文名 Establishment of a Recovery Process of Heavy Metals from Muｭ

















第 3 章では，焼却灰からの重金属類の回収を柱とするファイナルステージリサイクリング (FISR) の概念を定義
し.その目的を明らかにしている。




溶出法を選出・比較し，塩酸溶出法が最も安価で有ることを明らかにしている D さらに 次点となった生物溶出法は，
改良を加えることでコスト削減の可能性が大きく，潜在的に利点を有していることを示唆している o
第 6 章では，安価な新プロセスを開発する事を目的に，温泉土壌より分離した新規硫黄酸化細菌 (Thiobαcillus sp 




























68.5%. 銅では57 .4 -84.6%. 鉛では2.2-19.6%. 亜鉛では38.8-56.4%が溶出されたことを明らかにしている。
以上のように，都市由来の焼却灰に多量に含まれる重金属を資源として回収し，埋め立て等による重金属類からの
潜在的危険性を取り除くことを目的に，焼却灰中の重金属類の推定，回収法の検討と新しい生物学的回収法の開発な
ど，循環共生を目指す技術の確立を意識した論文であり，環境工学特に廃棄物管理工学に寄与するところが大きい。
よって本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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